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１．事業の目的
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１．事業の目的

⚫ 地域気候変動適応センターの業務のノウハウ獲得

⚫ 地域住民を巻き込んだ地域の気候変動影響に関する情報収集

⚫ 分析結果を地域住民にフィードバック・普及啓発

情報収集による

地域の現状把握

特に重要な

課題を設定し

将来予測の準備

将来予測実施
と

適応策の整理

普 及 啓 発

1年目 ２年目 ３年目
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２．事業の概要
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２．事業の概要（１年目事業）

２年目に取り組む課題

✓ 様々な立場からの情報収集

✓ 今後取り組むべき課題検討

地域からの細やかな情報収集

県民ワークショップ

① 情報収集 ② 分析

専
門
家
ヒ
ア
リ
ン
グ
・

文
献
調
査
に
よ
る
分
析

④ 普及啓発

２
年
目
事
業

✓ 若者視点の情報収集

高校生とユース団体との協働

将来を担う若者が
適応を考えるきっかけづくり

✓ 家庭/教育現場からの情報収集

✓ 児童・生徒への啓発

小中学校への出前授業

学習教材化

✓ 出前授業教材の作成

✓ ホームページサイトでの
普及啓発

③ 課題選定

⚫ 栃木県気候変動対策推進計画に基づく重点３分野について、地域の現状を把握するため情報収集等を実施
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２．事業の概要（２年目事業）

⚫ １年目事業の成果を踏まえ、農業分野（“水稲”及び”なし”）を課題として選定

⚫ 水稲の白未熟粒発生率に係る将来予測計算計画書を作成・普及啓発を実施

✓ 圃場に測定機器を設置
✓ 温度等の気象データ、生育データ

を収集

圃場での情報収集

① 情報収集

✓ 予測手法や既存の生育データ、気
候予測シナリオデータ等を収集

✓ 専門家ヒアリングによる情報収集

文献等での情報収集

第
１
回
検
討
委
員
会

② 将来予測の対象検討
③ 将来予測計算計画

書素案の作成

✓ 検討委員会の結果を踏まえ、
“水稲” を将来予測計算の対象
として選定

将来予測の対象選定

✓ 予測に必要となる生育データ等の
収集、整理

✓ 専門家ヒアリングによる情報収集

計画書に必要な情報の収集

第
２
回
検
討
委
員
会

④ 計画書の妥当性検討

将来予測計算計画書作成
(影響予測モデルの試作含む)

⑤ 計画書の作成

３
年
目
事
業(水稲)

⑥ 普及啓発

✓ 高校生の研究成果等をとりま
とめたセンター通信を作成

✓ 小学校への出前事業
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２．事業の概要（３年目事業）

⚫ 水稲の白未熟粒発生率の予測を実施、結果を見える化した将来予測マップを作成

⚫ 将来予測結果を踏まえ適応策及びその普及方法を検討

⑦普及啓発

✓ 意見交換会の実施
✓ 小学校等への出前講座
✓ センター通信の発行

④予測マップ、
ツールの検討

第
２
回
検
討
委
員
会

✓ 測定機器を設置
✓ 気象データ、生育デー

タを収集

圃場での情報収集

① 情報収集

✓ 全国で実施されている
適応策を収集

✓ 農業行政関係者からの
情報収集

文献等での情報収集

② 将来予測の実施、
適応策の整理

✓ これまでのデータを活
用し、将来予測計算式
を作成

✓ 将来予測計算を実施
※R3以前の発生状況の
値を活用し実施

将来予測計算の実施

✓ 本県での白未熟粒の発
生を抑制する適応策の
実施状況について整理

適応策の整理

第
１
回
検
討
委
員
会

③予測の妥当性、
適応策の検討

⑥予測マップ、
ツール完成

農
業
行
政
関
係
者
へ
の
提
供

✓ 将来予測計算の結果を見え
る化した将来予測マップ及
びマップや適応策を提供す
るためのツール(仮)を検討

予測マップ、ツール検討

⑤ 予測マップ、
ツールの検討
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３．令和４年度の実施内容
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⚫ 水稲の白未熟粒発生率の予測を実施、結果を見える化した将来予測マップを作成

⚫ 将来予測結果を踏まえ適応策及びその普及方法を検討

⑦普及啓発

✓ 意見交換会の実施
✓ 小学校等への出前講座
✓ センター通信の発行

④予測マップ、
ツールの検討

第
２
回
検
討
委
員
会

✓ 測定機器を設置
✓ 気象データ、生育デー

タを収集

圃場での情報収集

① 情報収集

✓ 全国で実施されている
適応策を収集

✓ 農業行政関係者からの
情報収集

文献等での情報収集

② 将来予測の実施、
適応策の整理

✓ これまでのデータを活
用し、将来予測計算式
を作成

✓ 将来予測計算を実施
※R3以前の発生状況の
値を活用し実施

将来予測計算の実施

✓ 本県での白未熟粒の発
生を抑制する適応策の
実施状況について整理

適応策の整理

第
１
回
検
討
委
員
会

③予測の妥当性、
適応策の検討

⑥予測マップ、
ツール完成

農
業
行
政
関
係
者
へ
の
提
供

✓ 将来予測計算の結果を見え
る化した将来予測マップ及
びマップや適応策を提供す
るためのツール(仮)を検討

予測マップ、ツール検討

⑤ 予測マップ、
ツールの検討

３．令和４年度の実施内容
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３．令和４年度の実施内容～情報収集～

⚫ 水稲に関する気象データ、生育データを収集

⚫ 白未熟粒抑制のために実施されている適応策に関する情報を収集

◼ 県内の圃場15箇所で温度等の気象データ・生育データ
を収集

圃場での情報収集

気象データ収集

◼ 全国で実施されている適応策について収集
→適応策の方法に応じて、時期、施肥、耕法等に分類

文献等での情報収集
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３．令和４年度の実施内容～将来予測計算の実施～

⚫ R3以前の県内におけるコシヒカリ及びとちぎの星の白未熟粒の発生率を元に将来予測計算式を構築

⚫ 将来予測計算式を基に将来予測計算を実施

CRG：白未熟粒発生率
T20：出穂後20日間の平均気温

シナリオ
SSP1-2.6
SSP2-4.5
SSP5-8.5

気候モデル

①ACCESS-CM2
②IPSL-CM6A-LR
③MIROC6
④MPI-ESM1-2-HR
⑤MRI-ESM2-0

年代
短期(2023年)
21世紀中頃(2031-2040年)
21世紀末(2091-2100年)

解像度 1kmメッシュ

※将来の気象データとしてNIES2020を使用
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３．令和４年度の実施内容～将来予測計算の実施～

⚫ 将来予測計算結果を基に高温耐性について比較

コシヒカリ及びとちぎの星の高温耐性の比較
(SSP5-8.5)

コシヒカリ及びとちぎの星の高温耐性の比較
(SSP1-2.6)
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３．令和４年度の実施内容～適応策の整理～

⚫ 全国で実施されている白未熟粒を抑制する適応策について収集した全国における適応策事例集を作成
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３．令和４年度の実施内容～成果物の検討～

⚫ 将来予測の結果及び適応策の整理状況を普及啓発に活用してもらうための提供方法等を検討

将来予測計算結果の提供方法について（当初案） 適応策の提供方法について（当初案）

(1) 1kmメッシュごとの白未熟粒発生率の数値を確認できるツール

(2) 1kmメッシュごとの出穂日の変化を確認できるツール

(3) 1kmメッシュごとの白未熟粒発生率を数値に応じて色分けしたマップ

(4) 市町ごとに白未熟粒発生率を平均化し、色分けしたマップ

(1)、(2)イメージ (3)イメージ (4)イメージ

A 全国の適応策事例集

B 全国の適応策事例集を基に作成した栃木県版適応策リスト

C 全国の高温耐性品種等に係るプロモーション事例集

A、Bイメージ Cイメージ
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３．令和４年度の実施内容～成果物の検討～

⚫ 農業気象災害対策セミナーにて報告及び参加者を対象としたアンケートを実施

⚫ 外部専門家等を交えた検討委員会を２回開催

◼ 日時 ２月２日 13:30～15:50 

◼ 回答者 • 農業行政関係者（県・市町職員）
• 関係団体（JA等）
• 個人農家 等

◼ 内容 • 将来予測結果の提供方法(1)～(4)に係る活用希望
• その他、自由意見等

◼ 意見 • (3)、(4)の活用希望が多かった
• 県全域だけでなく、市町ごとの切り出しに対応し

てほしい
• モノクロ印刷に対応した色にしてほしい
• 将来予測だけでなく、適応策についてもしっかり

と情報提供してほしい

農業気象災害対策セミナーアンケート 第２回検討委員会

◼ 日時 2月27日 10:00～12:00 

◼ 委員

◼ 内容 • 将来予測結果の提供方法(1)～(4)について
• 適応策の提供方法A～Cについて

◼ 意見 • 市町が活用できるようなデータの提供があると良い
• 短期予測は、参考程度としての提供が望ましい
• 一般公開向けにBの概要版を制作した方が良い
• Bの各適応策の優先度について各項目の掛け合わせ

等で判断できるように整理してほしい

• 国立環境研究所 気候変動適応センター アジア
太平洋気候変動適応室 増冨室長

• 気象庁 宇都宮地方気象台 森井防災管理官
• 栃木県 農政部職員 2名
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３．令和４年度の実施内容～成果物の検討～

⚫ アンケート結果や検討委員会での意見を踏まえ、関係機関やHP等で公開する成果物の最終案を検討

将来予測計算結果の提供方法について（最終案） 適応策の提供方法について（最終案）

(1) 1kmメッシュごとの白未熟粒発生率を数値に応じて色分けしたマップ
(市町ごとの切り出しを含む)

(2) 市町ごとに白未熟粒発生率を平均化し、色分けしたマップ

(3) 市町ごとに白未熟粒発生率を平均化し、排出シナリオごとにまとめた表

(２)イメージ (３)イメージ

A 全国の適応策事例集

B 全国の適応策事例集を基に作成した栃木県版適応策リスト
(詳細版・概要版)

C 全国の高温耐性品種等に係るプロモーション事例集

A、Bイメージ Cイメージ

(１)イメージ
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３．令和４年度の実施内容～成果物の検討～

品種 コシヒカリ、とちぎの星

シナリオ SSP1-2.6、SSP2-4.5、SSP5-8.5

気候モデル

①ACCESS-CM2
②IPSL-CM6A-LR
③MIROC6
④MPI-ESM1-2-HR
⑤MRI-ESM2-0

年代
短期(2023年)
21世紀中頃(2031-2040年)
21世紀末(2091-2100年)

解像度 1kmメッシュ

(1) 1kmメッシュごとの白未熟粒の発生率を数値に応じて色分けしたマップ

全モデル平均

コシヒカリ 白未熟粒の発生率
SSP5-8.5、2091-2100年

品種(2種類)×シナリオ(3種類)×気候モデル(1種類)×年代(3種類)・・・18種類

12種類×25市町・・・300種類
※大元のマップを拡大し、切り出したもの
短期の予測マップの切り出しは行わない

+

将来予測計算結果の提供方法について 関係課と調整中
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３．令和４年度の実施内容～成果物の検討～

品種 コシヒカリ、とちぎの星

シナリオ SSP1-2.6、SSP2-4.5、SSP5-8.5

気候モデル

①ACCESS-CM2
②IPSL-CM6A-LR
③MIROC6
④MPI-ESM1-2-HR
⑤MRI-ESM2-0

年代
短期(2023年)
21世紀中頃(2031-2040年)
21世紀末(2091-2100年)

解像度 1kmメッシュ

(2) 市町ごとに白未熟粒の発生率を平均化し、色分けしたマップ

全モデル平均

品種(2品種)×シナリオ(3種類)×気候モデル(1種類)×年代(3種類)

18種類
コシヒカリ 白未熟粒の発生率
SSP5-8.5、2091-2100年

将来予測計算結果の提供方法について 関係課と調整中
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３．令和４年度の実施内容～成果物の検討～

(3) 市町ごとに平均化した白未熟粒の発生率を排出シナリオごとにまとめた表

イメージ
※現在データ整理中

将来予測計算結果の提供方法について 関係課と調整中
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３．令和４年度の実施内容～成果物の検討～

(1) 全国の適応策事例集

適応策の提供方法について 関係課と調整中
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３．令和４年度の実施内容～成果物の検討～

(2) 全国の適応策事例集を基に作成した栃木県版適応策リスト(詳細版)

適応策の提供方法について 関係課と調整中
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３．令和４年度の実施内容～成果物の検討～

(2) 全国の適応策事例集を基に作成した栃木県版適応策リスト(概要版)

適応策の提供方法について 関係課と調整中
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３．令和４年度の実施内容～成果物の検討～

(3) 全国の高温耐性品種等に係るプロモーション事例集

適応策の提供方法について 関係課と調整中
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３．令和４年度の実施内容～普及啓発～

⚫ 昨年度の国民参加事業の成果を活用した栃木県気候変動適応センター通信の発行

⚫ 地球温暖化防止活動推進員による小学校への出前授業を実施（計13回）

センター通信の発行 適応策の提供方法について（最終案）

・ 「なし」における気候変動影響等をテーマにセンター通信を発行

・ 庁内各課や気候変動対策連携フォーラム会員等への送付及び県HPで
公開

・ 小学生を対象にデジタル環境学習教材を活用した出前授業を実施
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４．まとめ
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３年間ありがとうございました。

４．まとめ

○ 通常の業務では、経験できない数多くの業務を経験することができ、適応センターとしての機能強化につなげることができただけでなく、
これまで関係性が弱かった庁内各課とのつながりができる等、気候変動適応の推進に向けた庁内における連携体制の強化を図ること
ができた。

○ 国立環境研究所をはじめとした有識者の方々と庁内各課との橋渡しをすることができた。

３年間を振り返って

○ 将来予測の結果から作成した成果物等に関しては、庁内各課や市町等への情報提供により施策への反映や農家等への普及啓発
等に活用いただけるよう、サポートしていきたい。

○ ３年間の業務経験を活かして、他分野における調査・分析等にも、取り組んでいきたい。

3年間の経験を活かして



栃木県気候変動適応センター

Twitterはじめました。
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